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せせらぎ通り商店街振興会/ 

めがねのお店 Ｍｉｔｏ 
≪テーマ：「縁結び」≫ 

 

第２回まち塾（まちなか商店学習塾）  

せせらぎ通り商店街振興会×貴船神社 

「～めがねで縁結び～  

眼科ではたらくめがね屋さんが語る 見える喜び・見られる喜び」 

…………………………………………………………………………………………… 

１．第２回まち塾〔めがねのお店Ｍｉｔｏ〕について  

 【テーマ】 ～めがねで縁結び～ 

眼科ではたらくめがね屋さんが語る 見える喜び・見られる喜び 

【塾 長】 めがねのお店Ｍｉｔｏ 店主 毛利 誠也 氏（㈱ﾋﾞｼﾞｮﾝｻﾎﾟｰﾄ代表取締役） 

【会 場】 めがねのお店Ｍｉｔｏ（香林坊２－１２－１０ せせらぎﾊﾟｻｰｼﾞｭ１-Ｃ） 

 【内 容】 ・お店で取り扱う「めがね」に対するこだわり 

・お気に入りの「めがね」を選ぶ前に 

・毎日を楽しく過ごす「めがね」の選び方 

・「めがね」に関する質疑応答   

【対 象】 地域住民等 

〇めがねのお店Ｍｉｔｏとは 

認定
にんてい

眼鏡士
がんきょうし

の資格を持ち、眼科医の勤務の経験を経て平成１７年に、神奈川県 

鎌倉市において眼鏡店「ビジョンサポート」を開業。これまでに２０施設以上の 

眼科で検査業務やロービジョン外来に携わり、開業１０年目の今年７月に、２号 

店となる金沢店「めがねのお店Ｍｉｔｏ」をせせらぎ通り商店街にオープン。 

 店内には「ロービジョンルーム」を併設するなど、眼鏡を医療用具とオシャレ 

感覚の両面で捉えるなど、幅広い年齢層の方を意識した店舗作りとなっている。 

また、店内ではアイウエア、めがね用雑貨、子供用眼鏡、機能レンズや人気の 

 タレックス偏光レンズ等も取り揃えており「眼」の専門店として展開している。 



 2 

・「Ｍｉｔｏ」とは 

  イタリア語で「神話・伝説」という意味。鎌倉市で開業した店主の毛利氏が、 

「金沢」という新しい地で挑戦する際の意気込みから店名に名付けた。 

 

・認定
にんてい

眼鏡士
がんきょうし

とは 

  「認定眼鏡士」は、眼鏡を購入される方々の安心のために「社団法人日本眼鏡 

 技術者協会」が定めた「認定眼鏡士制度」における能力資格者の名称であり、 

 確かな「知識」と「技術」で最適・快適な眼鏡をお客様に提供するスペシャリス 

トのことである。 

 

・ロービジョンとは 

  病気やケガが原因で、眼鏡では満足に視力が得られない状態をロービジョンと 

いう。「めがねのお店Ｍｉｔｏ」では、店内にロービジョンルームを併設してお 

り、低視力でお困りの方、お悩みの方のご相談を常時受け付けており、その方に 

対する最善の方法を見つけ出し、各種ロービジョンエイド（補助具）をお試し頂 

ける。 

  ※各種ロービジョンエイド（補助具）：拡大読書器、遮光めがね、ルーペ等 

 

〇「まち塾」概要 

・お店で取り扱う「めがね」に対するこだわり 

最近流行りの安価なメガネとは異なる品質へのこだわり、レンズのコーティ

ング効果（傷・熱に強い、紫外線・赤外線予防、曇らない）、またロービジョ

ンケア等について実際の商品を使用してお話しします。 

 

・お気に入りの「めがね」を選ぶ前に 

無資格者でも検眼ができる日本の状況において、検眼はその技術者によって 

大きく差が出る。眼の病気や機能、お客様の症状に対して「認定眼鏡士」の 

視点からお話しします。 

 

  ・毎日を楽しく過ごす「めがね」の選び方 

   時代とともに流行を作ってきた眼鏡。今は様々なシーンに応じて掛けかえる 

時代であり、自分の個性を演出できる時代でもある。年齢別、性別、服装、 

髪型等、どのような眼鏡が似合うのかを参加者に体験してもらいながら、お 

話しします。 

 

  ・めがねに関する質疑応答 

   日頃から「めがね」について疑問に思っていることを参加者との対話を交え

ながら、わかりやすくお答えします。 
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２．今後、まち塾に取り組む商店 

～せせらぎ通り商店街振興会×貴船神社～ 

 

第３回まち塾：インド・ネパール料理レストラン アシルワード（飲食店） 

〔テーマ〕～スパイスで縁結び～ 

     美味しいだけじゃない！健康や美容に役立つインドカレー屋さんの 

スパイス講座（仮） 

開催日時 平成２８年２月中旬 

開催場所 アシルワード（香林坊 2-12-15 魚半ﾋﾞﾙ 1 階） 

 

３．まち塾（まちなか商店学習塾）とは 

～地域資源×商店×地域住民で、賑わい創出とまち・ひとの活性化へ～ 

●まち塾のスタイル 

まち塾は商店主が塾長を務め、地域にお住まいの皆様に塾生になっていただきます。

塾長が専門店ならでは貴重な情報や地域への思いを語り、また、塾生の皆様の声に

耳を傾けます。個性的で経験豊かな商店主の人柄に触れることができるでしょう。 

 

●まち塾の目的 

まち塾は、商店街のお客様だけではなく、地域にお住まいの皆様と商店や商店街と

の関係を深めるために開講するものです。まち塾をきっかけに新しい商店街活動が

自主的に始まることを目的にしています。 

  

●地域資源を活用するまち塾 

まち塾は、地域資源を商店街活動に活用することを考えます。地域資源は特産品や

文化財だけにとどまらず、まちの景色や風習であったり、魅力的な商店主や住民で

あったりして、想像力を膨らませれば無限に湧いてきます。 

せせらぎ通り商店街振興会では、商店街内にある「貴船神社」を地域資源ととらえ

ました。この「貴船神社」は古来より、悪縁を絶ち、また縁結びのご利益があると

言われており、商店街でも「ご縁」をコンセプトに様々な活動を行っているため、

このことから「貴船神社」とお店のコラボレーションでまち塾を企画しています。 

 

●昨年のまち塾 

まち塾は平成２６年から始めました。昨年のまち塾で「発掘」した地域資源には、

地域の病院、古い町家と町家の連なる街並み、ご近所にある保育園や幼稚園などが

あります。それらを活用する試みとして、「糖尿病予防の健康料理教室」「町家を

活かした店づくりとモノづくり」「絵本の読み聞かせ」などのまち塾を開講しまし

た。 

主催 せせらぎ通り商店街振興会 

協力 石川県商店街振興組合連合会 

石川県中小企業団体中央会 


